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民事訴訟法九一条の構造・再考（五）﻿
 

研
究
ノ
ー
ト民

事
訴
訟
法
九
一
条
の
構
造
・
再
考
（
五
）髙

　
　
原
　
　
知
　
　
明

は
じ
め
に

第
一
章　

民
事
訴
訟
法
九
一
条
沿
革

　

第
一
節　

明
治
民
訴
法
二
二
四
条
─
─
当
事
者
の
承
諾
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
裁
判
長
の
許
可

　

第
二
節　

明
治
三
六
年
草
案

　

第
三
節　

大
正
民
訴
法
一
五
一
条
ま
で
の
道
程

　
　

第
一
款　

出
発
点
─
─
明
治
三
六
年
草
案
二
五
二
条

　
　

第
二
款　

起
案
会
案
─
─
当
事
者
の
意
思
に
関
す
る
文
言
の
脱
落
及
び
考
え
ら
れ
る
理
由

　
　

第
三
款　

起
草
委
員
会
案
─
─
「
裁
判
長
ノ
許
可
」
文
言
の
脱
落
及
び
そ
の
経
緯

　
　

第
四
款　

民
事
訴
訟
法
中
改
正
法
律
（
大
正
一
五
年
法
律
第
六
一
号
）
の
成
立
等

　

第
四
節　

昭
和
二
三
年
法
律
第
一
四
九
号
に
よ
る
大
正
民
訴
法
一
五
一
条
の
改
正
等

　
　

第
一
款　

改
正
の
内
容
─
─
当
時
の
現
行
規
定
、
改
正
案
、
改
正
後
の
溶
け
込
み
規
定

　
　

第
二
款　

立
案
担
当
者
の
説
明

　
　

第
三
款　

第
三
款
改
正
に
至
る
経
緯
・
素
描

　
　

第
四
款　

そ
の
後
の
形
式
的
改
正
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第
五
節　

民
事
訴
訟
法
（
平
成
八
年
法
律
第
一
〇
九
号
）
に
よ
る
同
法
九
一
条
の
規
定

　

第
六
節　

第
一
章
の
総
括
（
以
上
、
七
一
巻
五
号
）

第
二
章　

論
点
の
整
理
─
─
伝
統
的
見
解
の
構
造
を
踏
ま
え
て

　

第
一
節　

本
章
で
の
検
討
内
容

　

第
二
節　

昭
和
三
〇
年
前
後
に
お
け
る
学
説
の
大
正
民
訴
法
一
五
一
条
の
構
造
理
解
─
─
兼
子
説
と
菊
井
＝
村
松
説

　
　

第
一
款　

兼
子
説
の
構
造

　
　

第
二
款　

菊
井=

村
松
説
の
構
造

　

第
三
節　

伝
統
的
見
解
の
問
題
点
等

　
　

第
一
款　

制
度
趣
旨
の
一
元
的
理
解
自
体
の
問
題

　
　

第
二
款　

内
在
的
原
因
に
よ
る
議
論
の
欠
落

　
　

第
三
款　

実
質
的
問
題
─
─
訴
訟
当
事
者
等
の
利
益
の
過
少
保
護
の
お
そ
れ

　
　

第
四
款　

訴
訟
記
録
の
電
子
化
に
伴
う
訴
訟
記
録
閲
覧
権
の
事
実
上
の
縮
減
可
能
性

　
　

第
五
款　

類
型
的
検
討
の
必
要
（
以
上
、
七
二
巻
一
号
）

　

第
四
節　

訴
訟
当
事
者
か
ら
の
閲
覧
請
求
が
あ
っ
た
場
合

　
　

第
一
款　
「
訴
訟
記
録
」
の
意
義

　
　

第
二
款　

改
正
法
九
二
条
の
二
第
二
項
等
に
い
う
「
当
事
者
」
の
意
義

　
　

第
三
款　

電
磁
的
訴
訟
記
録
の
「
閲
覧
」
の
意
義
等

　
　

第
四
款　

改
正
法
九
一
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
改
正
法
九
一
条
五
項
の
解
釈
（
以
上
、
七
二
巻
二
号
）

　

第
五
節　

利
害
関
係
の
存
在
を
主
張
す
る
第
三
者
か
ら
の
閲
覧
請
求
が
あ
っ
た
場
合

　
　

第
一
款　
「
当
事
者
」
と
「
利
害
関
係
を
疎
明
し
た
第
三
者
」
の
対
立
的
把
握
の
必
要
性

　
　

第
二
款　

非
当
事
者
と
し
て
の
「
利
害
関
係
を
疎
明
し
た
第
三
者
」
の
意
義

　
　

第
三
款　

第
三
者
の
閲
覧
を
許
可
す
べ
き
場
合
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第
四
款　

第
三
者
の
閲
覧
を
拒
絶
す
べ
き
場
合

　
　

第
五
款　

当
事
者
の
同
意
手
続
等

　
　

第
六
款　

補
論
─
─
第
三
者
に
よ
る
電
磁
的
訴
訟
記
録
の
「
閲
覧
」
と
「
複
写
」
等

　
　

第
七
款　

小
括
（
以
上
、
七
三
巻
一
号
）

　

第
六
節　

訴
訟
当
事
者
等
以
外
の
一
般
第
三
者
か
ら
の
閲
覧
請
求
が
あ
っ
た
場
合

　
　

第
一
款　

一
般
公
開
化
に
よ
り
「
拡
大
」
さ
れ
た
も
の
は
何
で
あ
っ
た
の
か

　
　

第
二
款　

一
般
第
三
者
か
ら
の
閲
覧
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
審
理
枠
組
み

　
　

第
三
款　

幾
つ
か
の
立
法
論
的
課
題

　
　

第
四
款　

小
括
（
以
上
、
本
号
）

第
三
章　

新
た
な
構
造
理
解
に
基
づ
く
訴
訟
記
録
閲
覧
等
制
度
の
提
示
等

む
す
び
に
代
え
て

第
二
章　

論
点
の
整
理
─
─
伝
統
的
見
解
の
構
造
を
踏
ま
え
て

　

第
六
節　

訴
訟
当
事
者
等
以
外
の
一
般
第
三
者
か
ら
の
閲
覧
請
求
が
あ
っ
た
場
合

　

本
節
で
は
、「
当
事
者
」
と
「
利
害
関
係
を
疎
明
し
た
第
三
者
」
と
の
対
立
構
造
を
踏
ま
え
て
利
害
関
係
の
存
在
を
主
張
す
る
第
三

者
か
ら
の
閲
覧
請
求
が
あ
っ
た
場
合
を
前
節
で
論
じ
た
延
長
線
と
し
て
、
利
害
関
係
の
存
否
に
か
か
わ
ら
な
い
一
般
第
三
者
か
ら
の
閲

覧
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

民
事
訴
訟
法
九
一
条
一
項
等
を
同
条
二
項
以
下
と
区
別
し
て
一
元
的
に
論
じ
る
伝
統
的
見
解
に
基
づ
く
実
務
や
学
説
を
出
発
点
と
す

る
な
ら
ば
、
一
般
第
三
者
か
ら
の
閲
覧
請
求
が
あ
っ
た
場
合
も
、
当
事
者
か
ら
の
閲
覧
請
求
が
あ
っ
た
場
合
（
第
四
節
）
と
同
様
の
審

理
モ
デ
ル
に
沿
っ
て
考
え
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
本
稿
の
よ
う
に
「
当
事
者
」
と
「
利
害
関
係
を
疎
明
し
た
第
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三
者
」
と
の
対
立
構
造
を
意
識
的
に
議
論
す
る
と
、
一
般
第
三
者
か
ら
の
閲
覧
請
求
が
あ
っ
た
場
合
は
、
前
節
で
検
討
整
理
し
た
「
利

害
関
係
を
疎
明
し
た
第
三
者
か
ら
の
閲
覧
請
求
が
あ
っ
た
場
合
」
の
審
理
モ
デ
ル
を
踏
ま
え
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ

の
対
立
は
、
大
正
民
訴
法
一
五
一
条
一
項
の
規
律
に
一
般
公
開
の
実
質
を
取
り
込
む
に
当
た
り
、
一
体
何
を
拡
大
し
た
こ
と
と
な
る
の

か
と
い
う
理
論
的
な
問
題
を
提
起
す
る
。

　

そ
こ
で
、
本
節
で
は
ま
ず
こ
の
問
題
に
つ
い
て
概
観
し
た
上
で
（
第
一
款
）、
一
般
第
三
者
か
ら
の
閲
覧
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
お

け
る
審
理
枠
組
み
を
、
利
害
関
係
を
疎
明
し
た
第
三
者
か
ら
の
閲
覧
請
求
が
あ
っ
た
場
合
と
比
較
し
つ
つ
論
じ
（
第
二
款
）、
関
連
す

る
立
法
論
的
問
題
点
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
（
第
三
款
）。

　

第
一
款　

一
般
公
開
化
に
よ
り
「
拡
大
」
さ
れ
た
も
の
は
何
で
あ
っ
た
の
か

　

民
事
訴
訟
法
九
一
条
一
項
は
「
何
人
も
、
裁
判
所
書
記
官
に
対
し
、
訴
訟
記
録
の
閲
覧
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
し
て

い
る
こ
と
は
、
本
稿
冒
頭
で
紹
介
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
改
正
法
九
一
条
一
項
や
改
正
法
九
一
条
の
二
第
一
項
の
構
造
も
同
じ
で
あ
る
。

改
正
法
九
一
条
の
二
第
一
項
は
「
何
人
も
、
裁
判
所
書
記
官
に
対
し
、
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
電
磁
的
訴
訟
記

録
（
訴
訟
記
録
中
こ
の
法
律
そ
の
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
裁
判
所
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
（
入
出
力
装
置
を
含
む
。
以
下
同

じ
。）
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
（
次
項
及
び
第
三
項
、
次
条
並
び
に
第
百
九
条
の
三
第
一
項
第
二
号
を
除
き
、
以
下
単
に
「
フ
ァ
イ

ル
」
と
い
う
。）
に
記
録
さ
れ
た
事
項
（
第
百
三
十
二
条
の
七
及
び
第
百
三
十
三
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
「
フ
ァ
イ
ル
記
録
事
項
」

と
い
う
。）
に
係
る
部
分
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
の
内
容
を
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
表
示
し
た
も
の
の
閲
覧
を
請
求

す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
規
定
し
て
い
る
。

　

昭
和
二
三
年
改
正
に
よ
る
大
正
民
訴
法
一
五
一
条
一
項
改
正
の
趣
旨
は
「
訴
訟
記
録
の
閲
覧
を
請
求
す
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
の
範

（
107
）

（
108
）
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民事訴訟法九一条の構造・再考（五）﻿

囲
を
拡
張
し
、
当
事
者
又
は
利
害
関
係
を
疎
明
し
た
第
三
者
に
限
ら
ず
、
原
則
と
し
て
、
広
く
何
人
で
も
そ
の
閲
覧
を
求
め
得
る
こ
と

と
し
、
口
頭
弁
論
の
公
開
に
関
す
る
日
本
国
憲
法
第
八
十
二
条
の
趣
旨
に
添
い
、
併
せ
て
、
一
般
国
民
が
訴
訟
記
録
を
裁
判
官
の
審
査

又
は
弾
劾
の
資
料
と
す
る
こ
と
の
で
き
る
途
を
拓
い
た
も
の
で
あ
る
」
と
説
明
さ
れ
た
こ
と
は
既
に
触
れ
た
が
、
伝
統
的
見
解
に
よ
り

「
何
人
」
の
文
言
を
一
元
的
か
つ
文
字
通
り
に
捉
え
る
と
、
一
般
第
三
者
に
「
当
事
者
」
と
同
じ
閲
覧
権
限
を
「
付
与
」
し
た
と
理
論

的
に
整
理
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

昭
和
二
三
年
改
正
後
の
大
正
民
訴
法
一
五
一
条
一
項
を
「
当
事
者
」
と
同
じ
閲
覧
権
限
を
一
般
第
三
者
に
も
「
付
与
」
し
た
も
の
と

整
理
す
る
場
合
、
民
事
訴
訟
法
九
一
条
一
項
等
の
文
言
に
即
し
て
、
当
事
者
の
み
な
ら
ず
、
一
般
第
三
者
の
訴
訟
記
録
閲
覧
の
「
権

利
」
性
も
自
明
視
さ
れ
そ
う
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
当
事
者
公
開
主
義
に
支
え
ら
れ
た
当
事
者
の
訴
訟
記
録
閲
覧
権
と
、
そ
の
前
提
を

欠
く
一
般
第
三
者
の
訴
訟
記
録
閲
覧
と
を
同
一
視
す
る
た
め
に
は
、
同
項
等
の
文
言
や
一
定
の
理
解
に
基
づ
く
構
造
の
み
で
は
足
り
ず
、

更
な
る
正
当
化
根
拠
が
示
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
類
似
の
法
制
と
の
整
合
性
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
昭
和
二
三
年
改
正
と
同
時

期
に
、
総
司
令
部
の
要
求
を
契
機
に
立
案
さ
れ
た
刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
三
年
法
律
第
一
三
一
号
）
五
三
条
と
の
関
係
も
明
示
的
に
論

じ
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、「
当
事
者
」
と
「
利
害
関
係
を
疎
明
し
た
第
三
者
」
と
を
対
立
的
に
把
握
す
る
場
合
に
は
、

「
当
事
者
」
と
同
じ
権
限
付
与
で
は
な
く
、「
利
害
関
係
を
疎
明
し
た
第
三
者
」
の
範
囲
を
拡
大
し
、
訴
訟
記
録
閲
覧
権
限
を
利
害
関

係
を
疎
明
し
た
第
三
者
以
外
に
も
「
拡
大
」
し
た
と
理
論
的
に
整
理
す
る
こ
と
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

筆
者
と
し
て
は
、
少
な
く
と
も
沿
革
的
観
点
か
ら
み
る
限
り
、
民
事
訴
訟
法
九
一
条
一
項
等
に
具
体
的
権
利
性
を
認
め
る
こ
と
は
、

理
論
的
に
も
、
実
践
的
に
も
自
明
と
は
い
え
な
い
こ
と
を
自
覚
的
に
論
じ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
範
囲
で
は
用
語
法
の
問
題

に
と
ど
ま
る
と
い
う
整
理
も
可
能
で
あ
り
、
あ
る
べ
き
解
釈
、
運
用
や
立
法
は
何
か
に
つ
い
て
議
論
す
れ
ば
足
り
る
。
も
っ
と
も
、

「
権
利
」
性
を
承
認
す
る
こ
と
が
前
節
で
論
じ
た
よ
う
な
利
益
衡
量
を
否
定
し
、
又
は
妨
げ
る
解
釈
論
と
密
接
に
結
び
つ
く
可
能
性
が

（
109
）

（
110
）

（
111
）

（
112
）
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あ
る
の
で
あ
れ
ば
、「
権
利
」
性
の
有
無
に
つ
い
て
更
に
厳
密
に
検
証
、
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

第
二
款　

一
般
第
三
者
か
ら
の
閲
覧
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
審
理
枠
組
み

　

昭
和
二
三
年
改
正
後
の
大
正
民
訴
法
一
五
一
条
一
項
を
「
利
害
関
係
を
疎
明
し
た
第
三
者
」
に
準
じ
て
一
般
第
三
者
に
も
閲
覧
権
限

を
拡
大
し
た
も
の
と
整
理
す
る
場
合
に
は
、
訴
訟
当
事
者
等
以
外
の
一
般
第
三
者
か
ら
の
閲
覧
請
求
が
あ
っ
た
場
合
も
、
前
節
で
分
析

検
討
し
た
「
利
害
関
係
の
存
在
を
主
張
す
る
第
三
者
か
ら
の
閲
覧
請
求
が
あ
っ
た
場
合
」
の
審
理
枠
組
み
に
従
い
つ
つ
、
利
害
関
係

（
の
疎
明
）
の
有
無
が
許
否
の
審
理
判
断
に
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
か
を
吟
味
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。「
利
害
関
係
（
の
疎
明
）」
の

有
無
は
、
伝
統
的
見
解
と
は
異
な
り
、
第
三
者
の
訴
訟
記
録
閲
覧
許
可
の
た
め
の
独
立
し
た
要
件
で
は
な
く
、
訴
訟
当
事
者
の
利
益
と

の
調
整
が
問
題
と
な
る
場
合
に
お
け
る
考
慮
要
素
の
一
つ
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。

　

前
節
で
述
べ
た
と
こ
ろ
と
重
複
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
一
般
第
三
者
か
ら
の
閲
覧
請
求
が
あ
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
事
者
双

方
が
そ
の
第
三
者
の
訴
訟
記
録
閲
覧
に
同
意
し
た
と
き
は
、
利
害
関
係
（
の
疎
明
）
の
有
無
を
問
題
と
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
第
三
者

の
閲
覧
を
許
可
す
べ
き
も
の
と
解
さ
れ
る
。
当
事
者
の
一
方
又
は
双
方
の
同
意
が
な
い
場
合
と
し
て
は
幾
つ
か
の
場
合
が
考
え
ら
れ
る

が
、
前
節
第
三
款
で
例
示
し
た
よ
う
に
当
該
当
事
者
が
意
思
能
力
を
欠
い
た
り
所
在
不
明
等
の
た
め
に
事
実
上
同
意
が
見
込
ま
れ
な
い

と
き
は
、
当
該
当
事
者
の
推
定
的
意
思
を
出
発
点
と
し
て
、
裁
判
所
が
閲
覧
請
求
者
の
利
害
関
係
の
有
無
を
も
勘
案
し
て
、
裁
量
的
に

当
該
当
事
者
の
同
意
に
相
当
す
る
許
可
を
す
る
こ
と
は
理
論
上
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
当
事
者
の
一
方
又
は
双
方
が
閲
覧
に
積

極
的
に
反
対
す
る
場
合
は
、
利
害
関
係
の
疎
明
が
な
い
場
合
は
も
と
よ
り
、
利
害
関
係
の
疎
明
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
閲
覧
の
全
部
又

は
一
部
を
許
可
し
な
い
方
向
に
働
く
こ
と
と
な
る
。
こ
の
枠
組
み
を
採
る
場
合
に
は
当
事
者
双
方
の
意
向
を
事
前
に
確
認
す
る
こ
と
を

要
す
る
が
、
前
節
第
三
款
、
第
四
款
で
論
じ
た
よ
う
に
、
秘
密
保
護
の
た
め
の
閲
覧
等
の
制
限
に
関
す
る
改
正
法
九
二
条
六
項
以
下
の

（
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扱
い
に
準
じ
て
、
第
三
者
か
ら
の
閲
覧
請
求
が
あ
っ
た
旨
を
当
事
者
双
方
に
通
知
し
、
そ
の
意
向
を
確
認
す
る
こ
と
で
そ
の
目
的
を
達

す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
と
、「
訴
訟
記
録
の
閲
覧
、
謄
写
及
び
複
製
の
請
求
は
、
訴
訟
記
録
の
保
存
又
は
裁
判
所
の
執
務
に
支

障
が
あ
る
と
き
は
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
規
定
す
る
民
事
訴
訟
法
九
一
条
五
項
の
規
定
に
つ
い
て
も
、
刑
事
訴
訟
法
五
三
条
一

項
た
だ
し
書
や
同
条
四
項
を
受
け
た
刑
事
確
定
訴
訟
記
録
法
四
条
一
項
た
だ
し
書
、
二
項
本
文
各
号
、
同
項
た
だ
し
書
、
三
項
の
規
定

と
の
異
同
等
を
踏
ま
え
た
検
討
を
深
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
。

　

第
三
款　

幾
つ
か
の
立
法
論
的
課
題

　

前
二
款
で
は
民
事
訴
訟
法
九
一
条
等
の
解
釈
論
的
問
題
を
取
り
上
げ
た
が
、
本
款
で
は
、「
当
事
者
」
と
「
利
害
関
係
を
疎
明
し
た

第
三
者
」
と
の
対
立
的
構
造
を
踏
ま
え
て
考
え
る
場
合
に
、
第
三
者
に
よ
る
訴
訟
記
録
の
閲
覧
等
に
つ
き
、
当
事
者
の
閲
覧
と
の
場
合

で
異
な
る
扱
い
が
考
え
ら
れ
る
課
題
を
幾
つ
か
取
り
上
げ
る
。

　

第
一
に
、
閲
覧
の
対
象
と
な
る
「
訴
訟
記
録
」
の
範
囲
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

明
治
民
訴
法
二
二
四
条
や
大
正
民
訴
法
一
五
一
条
（
民
事
訴
訟
法
九
一
条
等
の
前
身
規
定
）
に
お
け
る
「
訴
訟
記
録
」
の
意
義
は
、

当
事
者
の
閲
覧
の
場
面
を
念
頭
に
、
広
く
解
釈
運
用
さ
れ
て
き
た
。
当
事
者
の
訴
訟
記
録
の
閲
覧
等
が
当
事
者
公
開
主
義
に
基
づ
く
も

の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
第
四
節
第
一
款
で
触
れ
た
よ
う
に
、「
訴
訟
記
録
」
に
含
ま
れ
る
範
囲
を
広
く
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
、
お
そ
ら
く
異
論
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

現
行
法
の
解
釈
運
用
を
本
稿
の
視
点
か
ら
み
る
と
、
ア
ク
セ
ス
可
能
な
「
訴
訟
記
録
」
の
範
囲
を
「
利
害
関
係
を
疎
明
し
た
第
三

者
」
を
含
む
第
三
者
一
般
で
あ
っ
て
も
「
当
事
者
」
と
同
じ
と
考
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
こ
と
も
、
論
理
的
、
実
践
的
に
自
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明
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
伝
統
的
見
解
に
よ
っ
て
も
両
者
の
訴
訟
記
録
へ
の
ア
ク
セ
ス
可
能
な
範
囲
に
違
い
が
出
て
く
る
。
民
事
訴

訟
法
九
一
条
の
規
定
に
「
当
事
者
」
と
利
害
関
係
人
と
の
対
立
を
見
出
す
と
、
非
当
事
者
と
し
て
の
「
利
害
関
係
を
疎
明
し
た
第
三

者
」
な
い
し
こ
れ
を
包
含
す
る
一
般
第
三
者
が
閲
覧
可
能
な
訴
訟
記
録
に
つ
い
て
、
当
事
者
の
そ
れ
と
は
異
な
る
範
囲
を
議
論
す
る
こ

と
は
あ
り
得
る
。
例
え
ば
、
昭
和
二
三
年
改
正
に
よ
る
大
正
民
訴
法
一
五
一
条
の
改
正
（
第
一
章
第
四
節
）
の
趣
旨
を
、
立
案
担
当
者

の
説
明
ど
お
り
、
憲
法
八
二
条
一
項
の
「
対
審
」、
す
な
わ
ち
口
頭
弁
論
の
公
開
の
趣
旨
の
拡
張
で
あ
る
と
理
解
す
る
な
ら
ば
、
一
般

公
開
原
則
が
妥
当
す
る
口
頭
弁
論
期
日
調
書
（
証
人
・
本
人
尋
問
調
書
を
含
む
。）
及
び
こ
れ
と
密
接
に
関
連
す
る
主
張
書
面
や
証
拠

の
写
し
が
一
般
公
開
の
対
象
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
疑
い
の
余
地
は
な
い
。
で
は
、
口
頭
弁
論
に
顕
出
さ
れ
ず
に
そ
の
準
備
段
階
と
し
て

の
裁
判
所
へ
の
提
出
に
と
ど
ま
っ
た
も
の
、
例
え
ば
弁
論
準
備
手
続
の
終
結
ま
で
に
撤
回
さ
れ
た
主
張
が
記
載
さ
れ
た
準
備
書
面
や
書

証
の
写
し
な
ど
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
口
頭
主
義
の
論
理
を
貫
け
ば
、
第
三
者
の
閲
覧
を
制
限
す
る
こ
と
と
し
て
も
、
昭
和
二
三
年
改

正
の
趣
旨
に
抵
触
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
議
論
も
あ
り
得
る
。

　

第
二
に
、
電
磁
的
訴
訟
記
録
の
「
閲
覧
」
と
「
複
写
」
等
の
相
対
性
に
よ
り
生
じ
得
る
問
題
で
あ
る
。

　

前
節
で
は
、
訴
訟
記
録
へ
の
ア
ク
セ
ス
手
段
の
う
ち
「
閲
覧
」
以
外
の
方
法
に
よ
る
場
合
の
範
囲
に
関
す
る
規
律
は
大
正
民
訴
法
一

五
一
条
一
項
の
実
質
が
維
持
さ
れ
た
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、「
当
事
者
」
と
「
利
害
関
係
を
疎
明
し
た
第
三
者
」

と
を
対
立
的
に
把
握
す
る
場
合
に
は
、
訴
訟
記
録
に
ア
ク
セ
ス
し
よ
う
と
す
る
第
三
者
に
電
磁
的
訴
訟
記
録
の
「
閲
覧
」
に
対
す
る
利

害
関
係
を
疎
明
し
た
と
き
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
「
複
写
」
等
が
無
制
約
に
許
容
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
、
逆
に
、
現
行
法
上
は

「
利
害
関
係
を
疎
明
し
た
第
三
者
」
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
っ
て
も
、
当
事
者
双
方
が
同
意
し
た
場
合
や
裁
判
所
が
許
可
し
た
場
合
に

は
、「
閲
覧
」
以
外
の
手
段
に
よ
る
訴
訟
記
録
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
許
容
さ
れ
る
余
地
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
き
た
。

　

改
正
法
九
一
条
の
二
第
一
項
に
よ
る
電
磁
的
訴
訟
記
録
の
「
閲
覧
」
は
、「
電
磁
的
訴
訟
記
録
…
…
に
記
録
さ
れ
た
事
項
…
…
の
内
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容
を
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
表
示
し
た
も
の
」
を
閲
読
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
。
そ
の
実
質
は
、
第
一
節
第
三
款
で
論

じ
た
と
こ
ろ
を
踏
ま
え
る
と
、
裁
判
所
管
理
下
の
サ
ー
バ
に
保
存
さ
れ
た
電
磁
的
訴
訟
記
録
に
係
る
情
報
を
、
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
（
又

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
経
由
で
閲
覧
用
端
末
に
少
な
く
と
も
一
時
的
に
取
得
し
、
ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ
ザ
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
を

用
い
て
そ
の
取
得
情
報
を
フ
ァ
イ
ル
形
式
に
応
じ
て
視
聴
可
能
な
形
に
変
換
す
る
処
理
を
実
行
し
て
、
上
記
閲
覧
用
端
末
で
視
聴
可
能

な
状
態
に
置
く
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
閲
覧
」
と
「
謄
写
」
等
と
を
厳
格
に
区
別
す
る
現
行
法
制
上
は
、
同
項
に
い
う

「
表
示
」
の
文
言
を
形
式
的
に
重
視
す
る
と
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
表
示
さ
れ
た
文
字
情
報
や
映
像
情
報
の
内
容
を
視
覚
的
に
認
識
す
る

方
法
の
み
を
改
正
法
上
許
容
し
て
お
り
、
そ
の
枠
内
で
最
高
裁
判
所
規
則
に
お
い
て
所
定
の
定
め
を
設
け
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る

と
読
む
必
要
が
あ
る
。
改
正
法
は
、
電
磁
的
訴
訟
記
録
に
つ
き
、
紙
媒
体
で
作
成
さ
れ
た
訴
訟
記
録
の
閲
覧
と
同
じ
範
囲
内
で
の
ア
ク

セ
ス
を
許
容
す
る
法
的
手
当
て
を
し
た
と
理
解
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
本
稿
で
論
じ
て
き
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
訴
訟
記
録
へ
の
ア
ク

セ
ス
手
段
に
つ
き
「
閲
覧
」
と
そ
れ
以
外
の
も
の
と
を
区
別
す
る
実
益
は
乏
し
く
、
電
磁
的
訴
訟
記
録
の
閲
覧
、
複
写
（
具
体
的
方
法

は
今
後
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
ら
れ
る
予
定
）、
電
磁
的
訴
訟
記
録
の
記
録
内
容
証
明
書
の
提
供
の
各
方
法
の
一
又
は
二
以
上
を
具

体
的
事
情
に
即
し
て
選
択
可
能
と
な
る
。

　

な
お
、
伝
統
的
見
解
に
よ
れ
ば
、
第
三
者
に
「
閲
覧
」
以
外
の
方
法
に
よ
る
訴
訟
記
録
の
内
容
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
許
容
し
な
い
こ
と

か
ら
、「
閲
覧
」
の
範
囲
が
実
質
的
に
訴
訟
記
録
の
一
般
公
開
の
範
囲
を
画
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
伝
統
的
見
解
に
よ
っ
て
も
、「
当
事

者
」
の
範
囲
に
関
す
る
解
釈
が
一
義
的
に
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
現
状
で
は
、
現
行
法
の
下
で
も
、
訴
訟
当
事
者
で
な
い
第
三
者
に
対

し
て
「
閲
覧
」
以
外
の
方
法
に
よ
る
訴
訟
記
録
の
内
容
を
開
示
す
る
必
要
が
生
じ
る
場
面
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

改
正
法
で
新
設
さ
れ
た
規
定
の
中
に
は
、「
当
事
者
」
を
判
決
の
名
宛
人
と
な
る
者
に
限
定
し
な
い
と
理
解
が
難
し
い
も
の
が
散
見
さ

れ
る
が
、
訴
訟
記
録
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
関
す
る
サ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
内
に
お
け
る
鍵
概
念
で
あ
る
「
当
事
者
」
の
範
囲
が
曖
昧
な
ま
ま
に
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改
正
法
の
施
行
準
備
が
進
ん
だ
場
合
、
立
案
段
階
で
お
よ
そ
意
図
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
改
正
法
の
解
釈
や
運
用
が
導
か
れ
る
事
態
が
懸

念
さ
れ
る
。

　

第
四
款　

小
括

　

本
節
で
は
、「
当
事
者
」
と
「
利
害
関
係
を
疎
明
し
た
第
三
者
」
と
の
対
立
構
造
を
踏
ま
え
た
利
害
関
係
の
存
在
を
主
張
す
る
第
三

者
か
ら
の
閲
覧
請
求
が
あ
っ
た
場
合
の
検
討
内
容
を
踏
ま
え
、
一
般
第
三
者
か
ら
の
閲
覧
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て
、
前
節
の
検

討
内
容
と
連
続
的
な
も
の
と
位
置
付
け
て
検
討
し
た
。
第
一
款
で
は
、
昭
和
二
三
年
改
正
に
よ
る
大
正
民
訴
法
一
五
一
条
一
項
に
よ
る

一
般
公
開
化
に
よ
り
一
般
第
三
者
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
が
「
当
事
者
」、「
利
害
関
係
を
疎
明
し
た
第
三
者
」
い
ず
れ
の
立

場
に
よ
る
記
録
閲
覧
権
限
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
理
論
的
問
題
を
提
起
し
、
第
三
者
の
記
録
閲
覧
の
権
利
性
の
有
無
に
つ
い
て
の
議
論

の
分
岐
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
第
二
款
で
は
、
一
般
第
三
者
か
ら
の
閲
覧
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
審
理
枠
組
み
は
、
前
款
で
検

討
し
た
利
害
関
係
を
疎
明
し
た
第
三
者
か
ら
の
閲
覧
請
求
が
あ
っ
た
場
合
と
原
則
と
し
て
同
じ
で
あ
り
、
本
稿
で
論
じ
る
と
こ
ろ
に
よ

れ
ば
、
利
害
関
係
（
の
疎
明
）
は
独
立
し
た
要
件
を
構
成
せ
ず
に
一
定
の
場
合
に
お
け
る
裁
判
所
の
許
否
判
断
の
考
慮
要
素
と
位
置
付

け
ら
れ
る
こ
と
、
訴
訟
当
事
者
双
方
の
意
向
が
重
要
な
判
断
要
素
と
な
る
こ
と
な
ど
を
論
じ
た
。
第
三
款
で
は
、
前
二
款
で
検
討
し
た

結
果
等
に
関
連
す
る
幾
つ
か
の
立
法
論
的
課
題
、
特
に
、「
閲
覧
」
と
「
複
写
」
等
の
相
対
性
の
問
題
に
、
訴
訟
記
録
へ
の
ア
ク
セ
ス

の
場
面
に
お
け
る
「
当
事
者
」
概
念
の
多
義
性
の
問
題
が
重
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
今
後
生
じ
得
る
懸
念
に
つ
い
て
論
じ
た
。

以
下
の
論
述
は
、
筆
者
が
当
事
者
に
対
す
る
住
所
、
氏
名
等
の
秘
匿
に
つ
い
て
令
和
四
年
一
二
月
三
日
に
日
本
民
事
訴
訟
法
学
会
関
西
支

部
で
報
告
し
た
際
の
質
疑
に
お
い
て
、
越
山
和
広
教
授
か
ら
の
質
問
の
背
景
と
思
わ
れ
る
問
題
意
識
に
つ
き
、
筆
者
の
考
え
の
及
ぶ
範
囲
で
応

（
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）
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答
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
越
山
教
授
自
身
は
、
同
「
被
害
者
の
氏
名
等
を
相
手
方
に
秘
匿
す
る
制
度
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
五
七
七
号
（
令

和
四
年
）
五
八
頁
、
六
二
頁
に
お
い
て
、
改
正
法
が
第
三
者
に
対
し
て
も
秘
匿
決
定
等
の
取
消
し
の
機
会
を
独
自
に
付
与
し
た
こ
と
に
つ
き

「
立
案
担
当
者
は
、
秘
匿
決
定
等
が
、
第
三
者
に
対
し
て
も
訴
訟
記
録
等
の
閲
覧
等
の
権
利
が
保
障
さ
れ
て
い
る
と
い
う
原
則
に
対
す
る
制
約

に
な
る
こ
と
か
ら
、
第
三
者
に
も
取
消
し
の
申
立
て
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
と
す
る
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
第
三
者
の
記
録
閲
覧
権
の
法
的

性
質
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。

な
お
、
刑
事
訴
訟
法
で
は
、
弁
護
人
や
被
告
人
の
記
録
閲
覧
権
は
同
法
五
三
条
と
は
別
に
規
定
が
あ
る
（
同
法
四
〇
条
、
四
九
条
）。

第
一
章
第
四
節
第
二
款
。

本
稿
で
論
じ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
一
般
第
三
者
の
閲
覧
権
限
「
付
与
」
の
結
果
、
従
来
か
ら
一
定
範
囲
で
訴
訟
記
録
へ
の
ア
ク
セ
ス
が

予
定
さ
れ
て
い
た
「
利
害
関
係
を
疎
明
し
た
第
三
者
」
の
権
限
「
拡
大
」
が
生
じ
た
と
整
理
す
る
こ
と
に
な
る
。

旧
刑
事
訴
訟
法
（
大
正
一
一
年
法
律
第
七
五
号
）
等
の
法
律
等
に
お
い
て
も
、
訴
訟
記
録
の
一
般
公
開
に
関
す
る
規
定
は
な
か
っ
た
。
こ

の
点
に
お
い
て
、
大
正
民
訴
法
と
同
様
の
状
況
で
あ
っ
た
。

刑
事
訴
訟
法
五
三
条
四
項
を
受
け
て
立
法
さ
れ
た
刑
事
確
定
訴
訟
記
録
法
の
立
案
担
当
者
ら
の
筆
に
よ
る
押
切
謙
德
＝
古
江
賴
隆
＝
皆
川
正

文
『
注
釈　

刑
事
確
定
訴
訟
記
録
法
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
昭
和
六
三
年
）
二
頁
に
よ
れ
ば
、「
昭
和
二
三
年
四
月
」
の
刑
事
訴
訟
法
改
正
協
議
会

に
お
い
て
、
総
司
令
部
側
か
ら
「
確
定
訴
訟
記
録
に
つ
い
て
は
秘
密
に
す
べ
き
も
の
を
除
き
、
保
存
に
支
障
の
な
い
限
り
は
原
則
と
し
て
公
開

す
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
、
日
本
側
は
、
刑
事
事
件
の
記
録
は
民
事
事
件
の
そ
れ
と
異
な
り
、
関
係
者
の
名
誉
を
毀
損
す
る
お
そ
れ
等
が
あ
り
、

確
定
後
も
一
般
に
閲
覧
さ
せ
る
こ
と
は
相
当
で
な
い
と
す
る
意
見
、
あ
る
い
は
、
記
録
の
一
般
公
開
は
、
第
三
者
の
批
判
を
求
め
る
点
で
理
論

的
に
は
よ
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
弊
害
が
甚
だ
し
く
、
利
害
関
係
人
に
だ
け
閲
覧
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
を
述
べ
た
が
、
結
局
、
Ｇ
Ｈ

Ｑ
の
意
向
に
よ
り
、
訴
訟
記
録
の
一
般
公
開
に
関
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
」
と
い
う
。
本
稿
第
一
章
第
四
節
第
三
款
で
紹
介

し
た
と
こ
ろ
と
照
応
す
る
と
、
総
司
令
部
は
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
民
事
訴
訟
記
録
の
一
般
公
開
を
要
求
し
、
そ
の
成
果
を
背
景
に
、
刑
事
確
定
訴

訟
記
録
に
つ
い
て
一
般
公
開
を
要
求
し
た
と
い
う
流
れ
に
な
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

刑
事
訴
訟
法
五
三
条
は
、
第
一
項
に
お
い
て
「
何
人
も
、
被
告
事
件
の
終
結
後
、
訴
訟
記
録
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
訴
訟

記
録
の
保
存
又
は
裁
判
所
若
し
く
は
検
察
庁
の
事
務
に
支
障
の
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
」
と
規
定
す
る
。
刑
事
訴
訟
法
五
三
条
一
項

の
条
文
の
構
造
は
、
時
期
的
な
点
を
除
け
ば
、
本
文
、
た
だ
し
書
を
通
じ
て
、
昭
和
二
三
年
改
正
後
の
大
正
民
訴
法
一
五
一
条
一
項
、
五
項
の

（
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）

（
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）

（
110
）

（
111
）

（
112
）
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条
文
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
と
こ
ろ
、
異
説
も
あ
る
が
、
刑
事
訴
訟
法
五
三
条
一
項
の
規
定
の
趣
旨
は
、
そ
の
「
何
人
も
…
…
で
き
る
」
と
の
規

定
の
仕
方
に
か
か
わ
ら
ず
、「
憲
法
八
二
条
一
項
の
『
裁
判
の
対
審
及
び
判
決
は
、
公
開
法
廷
で
こ
れ
を
行
ふ
』
の
規
定
と
同
じ
く
、
訴
訟
記

録
は
事
件
終
結
後
こ
れ
を
公
開
す
る
と
の
意
味
で
あ
っ
て
、
国
民
一
般
に
対
し
具
体
的
権
利
を
付
与
し
た
も
の
と
解
す
べ
き
で
は
な
」
く
、

「
裁
判
の
公
開
と
同
じ
意
味
に
お
い
て
訴
訟
記
録
の
保
管
者
に
そ
の
開
示
を
義
務
づ
け
て
い
る
に
と
ど
ま
り
、
個
人
の
閲
覧
請
求
権
を
認
め
た

も
の
で
は
な
」
く
、「
訴
訟
記
録
の
閲
覧
は
、
訴
訟
記
録
の
公
開
の
反
射
的
利
益
に
過
ぎ
な
い
」
と
解
さ
れ
て
き
て
い
る
。
前
掲
注
（
111
）
四

一
頁
。本

稿
の
理
論
的
整
理
に
よ
る
場
合
、
結
果
的
に
、
民
事
訴
訟
法
九
一
条
等
の
解
釈
論
と
し
て
、
刑
事
訴
訟
法
四
〇
条
、
四
八
条
に
よ
る
弁

護
人
・
被
告
人
の
記
録
閲
覧
と
、
同
法
五
三
条
一
項
、
四
項
、
刑
事
確
定
訴
訟
記
録
法
に
よ
る
第
三
者
の
記
録
閲
覧
と
を
二
元
的
に
規
律
す
る

刑
事
訴
訟
法
等
の
規
律
の
構
造
理
解
に
接
近
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

こ
の
点
を
強
調
す
る
と
、
前
掲
注
（
75
）
と
の
関
係
で
、
第
三
者
か
ら
の
閲
覧
請
求
の
際
に
、
閲
覧
目
的
を
明
示
さ
せ
る
現
行
法
下
の
運

用
が
ど
う
な
る
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
本
稿
で
は
、
訴
訟
当
事
者
で
な
い
者
か
ら
の
閲
覧
請
求
を
「
当
事

者
」
か
ら
の
請
求
と
扱
う
べ
き
場
合
も
あ
る
と
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
第
三
者
の
利
害
関
係
の
有
無
を
許
否
の
考
慮
要
素
と
位
置
付
け

て
も
、
請
求
者
の
閲
覧
目
的
を
明
示
さ
せ
る
実
益
は
あ
る
。

改
正
法
九
二
条
六
項
以
下
の
規
定
は
、
令
和
五
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
注
（
102
）。

前
掲
注
（
103
）
参
照
。

改
正
法
九
一
条
の
二
〔
未
施
行
〕
第
四
項
は
、
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
電
磁
的
訴
訟
記
録
に
係
る
閲
覧
及
び
複
写
の
請

求
に
つ
い
て
、
民
事
訴
訟
法
九
一
条
二
項
及
び
五
項
の
規
定
を
準
用
し
て
い
る
。

特
に
「
閲
覧
」
以
外
の
場
合
、
例
え
ば
準
文
書
で
あ
る
録
音
テ
ー
プ
を
再
生
す
る
こ
と
を
想
起
さ
れ
た
い
。

刑
事
訴
訟
法
五
三
条
一
項
は
「
訴
訟
記
録
」
に
制
限
を
付
し
て
い
な
い
が
、
同
条
四
項
を
受
け
た
刑
事
確
定
訴
訟
記
録
法
四
条
一
項
本
文

は
、
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
同
法
に
い
う
保
管
記
録
の
う
ち
訴
訟
記
録
に
あ
た
る
も
の
を
閲
覧
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
原
則
と
し

つ
つ
、
刑
事
訴
訟
法
五
三
条
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
事
由
、
す
な
わ
ち
「
訴
訟
記
録
の
保
存
又
は
裁
判
所
若
し
く
は
検
察
庁
の
事
務
に
支

障
の
あ
る
と
き
」
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
と
の
例
外
を
規
定
し
て
い
る
（
刑
事
確
定
訴
訟
記
録
法
四
条
一
項
た
だ
し
書
）。「
事
務
（
の
）
支

障
」
に
は
「
関
連
事
件
の
捜
査
、
裁
判
に
不
当
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
」、
例
え
ば
、
あ
る
訴
訟
記
録
に
係
る
被
告
事
件
が
確

（
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）
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）
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）
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）
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）
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定
し
た
が
、
共
犯
等
で
証
拠
の
共
通
す
る
関
連
事
件
が
捜
査
・
公
判
係
属
中
で
あ
る
と
き
が
含
ま
れ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。

大
正
民
訴
法
下
の
準
備
手
続
を
経
た
事
件
に
お
い
て
口
頭
弁
論
へ
の
上
程
が
予
定
さ
れ
て
い
た
の
は
準
備
手
続
調
書
又
は
そ
れ
に
代
わ
る

準
備
書
面
で
あ
り
、
当
事
者
提
出
の
準
備
書
面
記
載
の
と
お
り
陳
述
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
き
、
前
掲
注
（
69
）。
当

事
者
が
裁
判
所
に
提
出
す
る
主
張
が
紙
媒
体
か
ら
電
子
デ
ー
タ
に
置
き
換
わ
っ
て
い
く
中
で
、
そ
の
電
子
デ
ー
タ
の
活
用
を
前
提
と
し
た
調
書

に
記
載
す
べ
き
内
容
の
充
実
化
や
適
切
な
配
慮
の
あ
り
方
も
、
課
題
と
な
り
得
る
。
裁
判
所
と
当
事
者
双
方
と
の
協
働
の
下
で
こ
れ
ら
が
適
切

に
行
わ
れ
る
こ
と
は
、
当
事
者
に
対
す
る
住
所
、
氏
名
等
の
秘
匿
制
度
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
に
も
、
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

刑
事
手
続
で
は
、
捜
査
段
階
で
作
成
さ
れ
た
書
類
で
あ
っ
て
も
検
察
官
が
公
判
廷
に
顕
出
せ
ず
、
裁
判
所
に
提
出
し
な
か
っ
た
書
類
は
、

刑
事
訴
訟
法
五
三
条
一
項
に
い
う
「
訴
訟
記
録
」
に
は
含
ま
れ
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
松
尾
浩
也
監
修
『
条
解
刑
事
訴
訟
法
第
五

版
』（
弘
文
堂
、
令
和
四
年
）
一
三
一
頁
。
公
判
前
整
理
手
続
調
書
は
、
刑
事
訴
訟
法
五
三
条
一
項
本
文
に
い
う
「
訴
訟
記
録
」
に
該
当
す
る

一
方
で
、
同
項
た
だ
し
書
に
い
う
「
裁
判
所
若
し
く
は
検
察
庁
の
事
務
に
支
障
の
あ
る
と
き
」
に
該
当
す
る
こ
と
が
あ
り
得
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

前
掲
注
（
100
）
参
照
。
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